
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【請求項２】
　前記脚部は、円盤形状であることを特徴とする請求項 に記載のスタンド付き情報処理
装置。
【請求項３】
前記連結機構は、
前記上筐体の背面に設けられた第１の回動支持部材と、前記下筐体の背面に設けられた第
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表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンドからなる情報処理装置において、
前記情報処理装置は上筐体と下筐体から形成され、上筐体と下筐体とが連結機構により結
合されて２つ折り可能に構成され、前記スタンドは、前記連結機構の外側に嵌合装着され
る装着部と脚部を備え、
前記スタンドの前記装着部には凸状ガイドが設けられ、前記上筐体と前記下筐体とを接近
させて並列配置したときに背面に突出する前記連結機構に前記凸状ガイドが摺動自在に嵌
合され、
　前記装着部は、
　前記連結機構の外側に嵌合する凹状溝を有し、
前記凸状ガイドは、
前記装着部に設けられた前記凹状溝の内面両側に形成されていることを特徴とするスタン
ド付き情報処理装置。
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２の回動支持部材と、前記第１の回動支持部材に対して回動可能な第１の接続部材と、　
　前記第１の接続部材に対して回動可能な第２の接続部材と、前記第２の接続部材に対し
て回動可能であるとともに前記第２の回動支持部材に対して回動可能な第３の接続部材と
を有することを特徴とする請求項 に記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項４】
前記連結機構は、
前記第１の接続部材と前記第１の回動支持部材とが接続される第１の接続部と、前記第１
の接続部材と前記第２の接続部材とが接続される第２の接続部とにより形成される第１の
凹部と、
前記第３の接続部材と前記第２の回動時支部材とが接続される第３の接続部と、前記第３
の接続部材と前記第２の接続部材とが接続される第４の接続部とにより形成される第２の
凹部とを有することを特徴とする請求項 記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項５】
　前記第１の凹部は、前記連結機構の外側に突出した前記第１の接続部及び前記第２の接
続部により形成され、
　前記第２の凹部は、前記連結機構の外側に突出した前記第３の接続部及び前記第４の接
続部により形成されることを特徴とする請求項 記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項６】
　前記凸状ガイドは、
　前記第１の凹部及び前記第２の凹部と摺動自在に嵌合することを特徴とする請求項 又
は に記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項７】
　前記第１の凹部及び前記第２の凹部には摩擦部材が設けられていることを特徴とする請
求項 乃至 いずれか１項に記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項８】
　前記スタンドの前記装着部には摩擦部材が設けられていることを特徴とする請求項１乃
至 いずれか１項に記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項９】
前記スタンドの前記脚部にスピーカを設けたことを特徴とする請求項１乃至 いずれか 1
項に記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項１０】
前記スタンドの前記脚部に前記情報処理装置の周辺機器を内蔵したことを特徴とする請求
項１乃至 いずれか１項に記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項１１】
前記情報処理装置と前記スタンド脚部のスピーカあるいは周辺機器との間のデータ通信は
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、無線ＬＡＮ等の無線通信機能により行われることを特徴とする請求
項 又は に記載のスタンド付き情報処理装置。
【請求項１２】
前記周辺機器は、
光学ディスクドライブであることを特徴とする請求項 又は に記載のスタンド付き
情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示装置及び情報処理装置を立てかけることが可能な装置に関するものである
。
【０００２】
【従来の技術】
ポータブルタイプの情報処理装置は、近年、キーボードの代わりにペンを用いた携帯型の
ペン入力コンピュータ装置が商品化されている。
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携帯型のペン入力コンピュータ装置は、携帯性を重視して作られており、コンピュータ装
置を自由に持ち運んで使用することが前提とされている。また、このようなコンピュータ
装置は扱う上での自由度が増しているため、縦方向にも、横方向にも扱うことが可能とな
っている。
【０００３】
しかし、携帯型のペン入力コンピュータ装置は、手で保持して使用する方法が一般的と考
えられており、これ以外の使用形態はあまり考えられていない。従って、通常、手で携帯
型ペン入力コンピュータ装置を保持せずにディスプレイとして使用する場合には、コンピ
ュータ装置を机に寝かせて使用するか壁などに立てかけて使用していた。
【０００４】
上記の問題点を解消するため、携帯型のペン入力コンピュータ装置に関して、ペン入力コ
ンピュータ装置の背面に係合溝を設け、スタンドの装着部材を係合溝に合わせることでペ
ン入力コンピュータ装置を立てかけるスタンドに関する発明が考えられている（例えば、
特許文献１参照）。
【０００５】
あるいは、ペン入力コンピュータ装置の背面に軸受部を設け、スタンドとなるハンドルを
軸受部に取り付け、ハンドルの収納が可能なスタンドに関する発明が考えられている（例
えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】
特開８－１０１７３０号公報　　（第４－５頁　図１－図５）
【特許文献２】
特開１０－９１２８１号公報　　（第６－７頁　図６、図１５－図１９）
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
これらの発明では、携帯型ペン入力コンピュータ装置を立て掛けることは可能となるが、
特許文献１の発明ではスタンドの傾斜状態を変更することが不可能であった。また、特許
文献２の発明では、スタンドの傾斜状態を変更可能だとしても、２段階でしか変更できず
、携帯型ペン入力コンピュータ装置を使用する角度を使用者の希望に合わせて自由に調節
できないという問題が生じていた。
【０００７】
【発明の目的】
本発明は上記問題点に鑑みなされたもので、その目的は、スタンドの設置角度を使用者の
希望に合わせて自由に調節することを容易にした情報処理装置及び表示装置を提供するこ
とにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明のスタンド付き情報処理端末は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンド
からなる情報処理装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記
筐体には前記スタンドの装着部を嵌合装着する凹状溝部が設けられ、前記装着部が前記凹
状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能としたことを特徴
とする。
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレ
ット機構が積層されていてもよい。
【０００９】
本発明のスタンド付き情報処理装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンド
からなる情報処理装置であって、前記情報処理装置は上筐体と下筐体から形成され、上筐
体と下筐体とが連結機構により結合されて２つ折り可能に構成され、前記スタンドは、前
記連結機構の外側に嵌合装着される装着部と脚部を備えたことを特徴とする。
【００１０】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記装着部には凸状ガイド
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が設けられ、前記上筐体と前記下筐体とを接近させて並列配置したときに背面に突出する
前記連結機構に前記凸状ガイドが摺動自在に嵌合されてもよい。
【００１１】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記凸状ガイドは、前記装着部に設けられ
た凹状溝の内面両側にこの溝に沿って形成され、前記脚部は円盤形状とされてもよい。
【００１２】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記連結機構は、前記上筐体の背面に設け
られた第１の回動支持部材と、前記下筐体の背面に設けられた第２の回動支持部材と、前
記第１の回動支持部材に対して回動可能な第１の接続部材と、前記第１の接続部材に対し
て回動可能な第２の接続部材と、前記第２の接続部材に対して回動可能であるとともに前
記第２の回動支持部材に対して回動可能な第３の接続部材とを有してもよい。
【００１３】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設け
てもよい。
【００１４】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部に前記情報処理装
置の周辺機器を内蔵してもよい。
【００１５】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記情報処理装置と前記スタンド脚部のス
ピーカあるいは周辺機器との間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能によ
り行われてもよい。
【００１６】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の接地面と前記スタンドの接地面
に摩擦部材を備えてもよい。
【００１７】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の前記連結機構と前記スタンドの
装着部に電磁石を備えてもよい。
【００１８】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の前記連結機構と前記スタンドの
凸状ガイドに摩擦部材を備えてもよい。
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレ
ット機構が積層されてもよい。
本発明のスタンド付き情報処理装置は、表示部を備えた筐体と前記筐体を支えるスタンド
からなる情報処理装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記
筐体の背面には前記装着部を嵌合装着する凹状溝部が設けられ、前記装着部の先端部が前
記凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能としたことを
特徴とするスタンド付き情報処理装置。
【００１９】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の前記凹状溝部は、台形状の断面
をもつよう形成され、前記スタンドの前記先端部は、この台形状と嵌合する形状とされて
もよい。
【００２０】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記脚部は、円柱形状でその側面が接地す
るよう構成されてもよい。
【００２１】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設け
てもよい。
【００２２】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部に前記情報処理装
置の周辺機器の機能を設けてもよい。
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【００２３】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記情報処理装置と前記スタンド脚部のス
ピーカあるいは周辺機器の間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により
行われてもよい。
【００２４】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の凹状溝部と前記スタンドの装着
部の前記先端部に摩擦部材を備えてもよい。
【００２５】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の接地面と前記スタンドの接地面
に摩擦部材を備えてもよい。
【００２６】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の凹状溝部と前記スタンドの前記
装着部の前記先端部に、電磁石を備えてもよい。
【００２７】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレ
ット機構が積層されてもよい。
【００２８】
本発明のスタンド付き情報処理装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンド
からなる情報処理装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部に設けられた凸状ガ
イドと脚部を備え、前記筐体の左右側面には前記凸状ガイドと嵌合装着する凹状溝部が設
けられ、前記凸状ガイドが前記凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置
角度を調節可能としたことを特徴とする。
【００２９】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記凹状溝部は、前記筐体の前記左右両側
面に形成され、前記凸状ガイドは、前記装着部の先端内側面に形成されてもよい。
【００３０】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドは、２つの前記装着部と、円
形状の接地面を有する２つの前記脚部と、円柱状の接続部とを備えてもよい。
【００３１】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記２つの脚部の一つには内側側面に第１
の凹部が形成され、他方の脚部には内側側面に第２の凸部が形成され、前記接続部は一端
面に前記第１の凹部と嵌合する第１の凸部が形成されかつ反対側の端面には前記第２の凸
部と嵌合する第２の凹部が形成され、各々嵌合可能であってもよい。
【００３２】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設け
てもよい。
【００３３】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部に前記情報処理装
置の周辺機器の機能を設けてもよい。
【００３４】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記情報処理装置と前記スタンドの脚部の
スピーカあるいは周辺機器との間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能に
より行われてもよい。
【００３５】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の前記凹状溝部と前記スタンドの
前記凸状ガイドに摩擦部材を備えてもよい。
【００３６】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の接地面と前記スタンドの接地面
に摩擦部材を備えてもよい。
【００３７】
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本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の前記凹状溝部と前記スタンドの
前記凸状ガイドに電磁石を備えてもよい。
【００３８】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレ
ット機構が積層されてもよい。
【００３９】
本発明のスタンド付き情報処理装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンド
からなる情報処理装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記
筐体には前記スタンドの前記装着部を嵌合装着する幅広の凹状溝部が設けられ、前記装着
部が前記凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能とした
ことを特徴とする。
【００４０】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドは前記装着部と前記脚部との
間に形成された軸部に弾性部材を備え、当該弾性部材の弾性力により前記装着部の先端部
を前記筐体の前記凹状溝部内に拘止することにより当該スタンドを前記筐体に固定しても
よい。
【００４１】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記装着部の前記先端部外側側面に前記凹
溝状部に沿って前記先端部をガイドし拘止される凸状ガイドが形成されてもよい。
【００４２】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドは、２つの前記装着部材と半
円状の接地面を有する２つの前記脚部と２つの軸部と弾性部材を備え、一方の軸部は連結
用の第１の凹軸が形成され、他方の軸部は連結用の第１の凸軸が形成され、前記第１の凹
軸と前記第１の凸軸との間に前記弾性部材を設けてもよい。
【００４３】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設け
てもよい。
【００４４】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記情報処理装置と前記スタンド脚部のス
ピーカとの間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行われてもよい
。
【００４５】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレ
ット機構が積層されてもよい。
【００４６】
本発明のスタンド付き情報処理装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンド
からなる情報処理装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記
筐体の背面には前記スタンドの装着部を嵌合装着する凹状溝部が２つ隣接して設けられ、
前記装着部が前記凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可
能としたことを特徴とする。
【００４７】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドは、前記装着部の内側側面の
軸部に弾性部材を設けており、当該弾性部材の弾性力により前記装着部の先端部を前記コ
ンピュータ筐体の前記２つの凹状溝部を跨ぐように拘止し、当該スタンドが前記筐体に固
定してもよい。
【００４８】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記装着部の前記先端部には切り欠き部が
形成されており、前記弾性力により前記２つの凹状溝部を跨ぐようにその内側面を押圧し
前記スタンドを前記筐体に固定してもよい。
【００４９】
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本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドは、２つの前記装着部と円形
状の接地面を有する２つの前記脚部と２つの前記軸部と弾性部材を備え、一方の前記軸部
に連結用の第１の凹軸が形成され、他方の軸部は連結用の第１の凸部が形成され、前記第
１の凹軸と前記第１の凸軸との間に弾性部材を設けてもよい。
【００５０】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設け
てもよい。
【００５１】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記情報処理装置と前記スタンド脚部のス
ピーカとの間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行われてもよい
。
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレ
ット機構が積層されてもよい。
本発明のスタンド付き情報処理装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンド
からなる情報処理装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記
筐体の背面には前記スタンドの装着部を嵌合装着する２つの凹状溝部が設けられ、前記装
着部が前記凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能とし
たことを特徴とする。
【００５２】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記脚部は、円盤形状に形成されてもよい
。
【００５３】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設け
てもよい。
【００５４】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記スタンドの前記脚部に前記情報処理端
末の周辺機器の機能を設けてもよい。
【００５５】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記情報処理端末と前記スタンド脚部との
間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行われてもよい。
【００５６】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の前記凹状溝部と前記スタンドの
前記装着部に摩擦部材を備えてもよい。
【００５７】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の接地面と前記スタンドの接地面
に摩擦部材を備えてもよい。
【００５８】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記筐体の前記凹状溝部と前記スタンド装
着部に電磁石を備えてもよい。
【００５９】
本発明のスタンド付き情報処理装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレ
ット機構が積層されてもよい。
本発明のスタンド付き表示装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンドから
なる表示装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記筐体には
前記スタンドの装着部を嵌合装着する凹状溝部が設けられ、前記装着部が前記凹状溝部に
沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能としたことを特徴とする。
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレット
機構が積層されていてもよい。
【００６０】
本発明のスタンド付き表示装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンドから
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なる表示装置であって、前記表示装置は上筐体と下筐体から形成され、上筐体と下筐体と
が連結機構により結合されて２つ折り可能に構成され、前記スタンドは、前記連結機構の
外側に嵌合装着される装着部と脚部を備えたことを特徴とする。
【００６１】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記装着部には凸状ガイドが設
けられ、前記上筐体と前記下筐体とを接近させて並列配置したときに背面に突出する前記
連結機構に前記凸状ガイドが摺動自在に嵌合されてもよい。
【００６２】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記凸状ガイドは、前記装着部に設けられた凹
状溝の内面両側にこの溝に沿って形成され、前記脚部は円盤形状とされてもよい。
【００６３】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記連結機構は、前記上筐体の背面に設けられ
た第１の回動支持部材と、前記下筐体の背面に設けられた第２の回動支持部材と、前記第
１の回動支持部材に対して回動可能な第１の接続部材と、前記第１の接続部材に対して回
動可能な第２の接続部材と、前記第２の接続部材に対して回動可能であるとともに前記第
２の回動支持部材に対して回動可能な第３の接続部材とを有してもよい。
【００６４】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設けても
よい。
【００６５】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部に前記表示装置の周辺
機器を内蔵してもよい。
【００６６】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示装置と前記スタンド脚部のスピーカあ
るいは周辺機器との間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行われ
てもよい。
【００６７】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の接地面と前記スタンドの接地面に摩
擦部材を備えてもよい。
【００６８】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の前記連結機構と前記スタンドの装着
部に電磁石を備えてもよい。
【００６９】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の前記連結機構と前記スタンドの凸状
ガイドに摩擦部材を備えてもよい。
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレット
機構が積層されてもよい。
本発明のスタンド付き表示装置は、表示部を備えた筐体と前記筐体を支えるスタンドから
なる表示装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記筐体の背
面には前記装着部を嵌合装着する凹状溝部が設けられ、前記装着部の先端部が前記凹状溝
部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能としたことを特徴とす
るスタンド付き表示装置。
【００７０】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の前記凹状溝部は、台形状の断面をも
つよう形成され、前記スタンドの前記先端部は、この台形状と嵌合する形状とされてもよ
い。
【００７１】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記脚部は、円柱形状でその側面が接地するよ
う構成されてもよい。
【００７２】
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本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設けても
よい。
【００７３】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部に前記表示装置の周辺
機器の機能を設けてもよい。
【００７４】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示装置と前記スタンド脚部のスピーカあ
るいは周辺機器の間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行われて
もよい。
【００７５】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の凹状溝部と前記スタンドの装着部の
前記先端部に摩擦部材を備えてもよい。
【００７６】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の接地面と前記スタンドの接地面に摩
擦部材を備えてもよい。
【００７７】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の凹状溝部と前記スタンドの前記装着
部の前記先端部に、電磁石を備えてもよい。
【００７８】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレット
機構が積層されてもよい。
【００７９】
本発明のスタンド付き表示装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンドから
なる表示装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部に設けられた凸状ガイドと脚
部を備え、前記筐体の左右側面には前記凸状ガイドと嵌合装着する凹状溝部が設けられ、
前記凸状ガイドが前記凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調
節可能としたことを特徴とする。
【００８０】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記凹状溝部は、前記筐体の前記左右両側面に
形成され、前記凸状ガイドは、前記装着部の先端内側面に形成されてもよい。
【００８１】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドは、２つの前記装着部と、円形状
の接地面を有する２つの前記脚部と、円柱状の接続部とを備えてもよい。
【００８２】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記２つの脚部の一つには内側側面に第１の凹
部が形成され、他方の脚部には内側側面に第２の凸部が形成され、前記接続部は一端面に
前記第１の凹部と嵌合する第１の凸部が形成されかつ反対側の端面には前記第２の凸部と
嵌合する第２の凹部が形成され、各々嵌合可能であってもよい。
【００８３】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設けても
よい。
【００８４】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部に前記表示装置の周辺
機器の機能を設けてもよい。
【００８５】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示装置と前記スタンドの脚部のスピーカ
あるいは周辺機器との間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行わ
れてもよい。
【００８６】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の前記凹状溝部と前記スタンドの前記
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凸状ガイドに摩擦部材を備えてもよい。
【００８７】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の接地面と前記スタンドの接地面に摩
擦部材を備えてもよい。
【００８８】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の前記凹状溝部と前記スタンドの前記
凸状ガイドに電磁石を備えてもよい。
【００８９】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレット
機構が積層されてもよい。
【００９０】
本発明のスタンド付き表示装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンドから
なる表示装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記筐体には
前記スタンドの前記装着部を嵌合装着する幅広の凹状溝部が設けられ、前記装着部が前記
凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能としたことを特
徴とする。
【００９１】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドは前記装着部と前記脚部との間に
形成された軸部に弾性部材を備え、当該弾性部材の弾性力により前記装着部の先端部を前
記筐体の前記凹状溝部内に拘止することにより当該スタンドを前記筐体に固定してもよい
。
【００９２】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記装着部の前記先端部外側側面に前記凹溝状
部に沿って前記先端部をガイドし拘止される凸状ガイドが形成されてもよい。
【００９３】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドは、２つの前記装着部材と半円状
の接地面を有する２つの前記脚部と２つの軸部と弾性部材を備え、一方の軸部は連結用の
第１の凹軸が形成され、他方の軸部は連結用の第１の凸軸が形成され、前記第１の凹軸と
前記第１の凸軸との間に前記弾性部材を設けてもよい。
【００９４】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設けても
よい。
【００９５】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示装置と前記スタンド脚部のスピーカと
の間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行われてもよい。
【００９６】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレット
機構が積層されてもよい。
【００９７】
本発明のスタンド付き表示装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンドから
なる表示装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記筐体の背
面には前記スタンドの装着部を嵌合装着する凹状溝部が２つ隣接して設けられ、前記装着
部が前記凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能とした
ことを特徴とする。
【００９８】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドは、前記装着部の内側側面の軸部
に弾性部材を設けており、当該弾性部材の弾性力により前記装着部の先端部を前記コンピ
ュータ筐体の前記２つの凹状溝部を跨ぐように拘止し、当該スタンドが前記筐体に固定し
てもよい。
【００９９】
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本発明のスタンド付き表示装置において、前記装着部の前記先端部には切り欠き部が形成
されており、前記弾性力により前記２つの凹状溝部を跨ぐようにその内側面を押圧し前記
スタンドを前記筐体に固定してもよい。
【０１００】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドは、２つの前記装着部と円形状の
接地面を有する２つの前記脚部と２つの前記軸部と弾性部材を備え、一方の前記軸部に連
結用の第１の凹軸が形成され、他方の軸部は連結用の第１の凸部が形成され、前記第１の
凹軸と前記第１の凸軸との間に弾性部材を設けてもよい。
【０１０１】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設けても
よい。
【０１０２】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示装置と前記スタンド脚部のスピーカと
の間のデータ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行われてもよい。
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレット
機構が積層されてもよい。
本発明のスタンド付き表示装置は、表示部を有する筐体と前記筐体を支えるスタンドから
なる表示装置であって、前記スタンドは前記筐体への装着部と脚部を備え、前記筐体の背
面には前記スタンドの装着部を嵌合装着する２つの凹状溝部が設けられ、前記装着部が前
記凹状溝部に沿って摺動自在としこれにより前記筐体の設置角度を調節可能としたことを
特徴とする。
【０１０３】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記脚部は、円盤形状に形成されてもよい。
【０１０４】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部にスピーカを設けても
よい。
【０１０５】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記スタンドの前記脚部に前記情報処理端末の
周辺機器の機能を設けてもよい。
【０１０６】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記情報処理端末と前記スタンド脚部との間の
データ通信は Bluetooth、無線 LAN等の無線通信機能により行われてもよい。
【０１０７】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の前記凹状溝部と前記スタンドの前記
装着部に摩擦部材を備えてもよい。
【０１０８】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の接地面と前記スタンドの接地面に摩
擦部材を備えてもよい。
【０１０９】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記筐体の前記凹状溝部と前記スタンド装着部
に電磁石を備えてもよい。
【０１１０】
本発明のスタンド付き表示装置において、前記表示部にタッチパネル機構又はタブレット
機構が積層されてもよい。
【０１１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の第１実施の形態を、図面を用いて説明する。図１～図７は本発明の第１実
施形態によるスタンド付きタブレットパーソナルコンピュータに係り、図１は、２つ折り
可能なノート型タブレットパーソナルコンピュータ１の上筐体２と下筐体３とを開いた状
態の正面図と側面図である。
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【０１１２】
図１に示すように、２つ折り可能なノート型タブレットパーソナルコンピュータ１は、表
示部４が各々設けられた上筐体２及び下筐体３と連結機構５とから構成されている。表示
部４には、タッチパネル機構またはタブレット機構が積層されている。図１に示す例では
、表示部４にソフトウェアキーボードが表示されており、ユーザが表示部４を指やペンで
タッチすることによりパーソナルコンピュータ１に情報を入力することができる。上筐体
２と下筐体３とは連結機構５により一体不可分、且つ、回動可能に連結されている。この
実施形態のパーソナルコンピュータ１は、３つの連結部材５ a、５ b、５ c、からなる連結
機構５を備える。
図２は連結機構５を詳細に説明するための分解図である。図２は、下筐体３及び連結部材
５ｃの図示は省略してあるが、下筐体３および連結部材５ｃは、それぞれ上筐体２および
連結部材５ aと対称の形状をしている。図１および図２を参照すると、上筐体２の背面に
は、回動支持部材５８および５９が設けられている。回動支持部材５８および５９には、
連結部材５ aが回動可能に取り付けられている。また、連結部材５ aには、連結部材５ bが
回動可能に取り付けられている。また、連結部材５ bには、連結部材５ cが回動可能に取り
付けられている。また、下筐体の背面には、回動支持部材６０、６１（図示せず）が設け
られている。回動支持部材６０，６１（図示せず）には、連結部材５ cが回動可能に取り
付けられている。なお、連結部材５ aには、タッチパネル用のペン６２が収納可能である
。この連結機構５により、上筐体２と下筐体３の各々の表示部４を極めて接近させて並べ
ることが可能となり、この状態では大画面の表示部を備えたタブレット型パーソナルコン
ピュータ１として利用できる。上筐体２及び下筐体３の両方の表示部４を両方合わせて使
用する場合には、図１の状態から、連結部材５ a乃至連結部５ cをパーソナルコンピュータ
１の背面から突出するように連結部材５ a乃至連結部材５ｃを回動させる。その結果、図
３に示すように、上筐体２の表示部４と下筐体３の表示部４との側面が可能な限り接近す
る。
【０１１３】
スタンド６は、図４及び図５に示すように、パーソナルコンピュータ１に装着するための
装着部７と、厚みのある円盤を横にしたような形状を有しその周辺側面において設置する
よう構成された脚部８とから構成されている。装着部７の先端は、図２の連結機構５（折
り曲げられた状態）の外側に嵌合するための二又形状になるように、図４の上下方向に伸
びる凹状の溝９が設けられている。この凹状溝９の内面両側には、同じく図４の上下方向
に伸びる凸状ガイド１０が１つずつ設けられている。２つの凸状ガイド１０が、タブレッ
トパーソナルコンピュータ１の連結部材５ aと連結部材５ｃに形成された２つの凹部１１
に各々嵌合することで、図６及び図７に示すように、２つ折り可能なノート型タブレット
パーソナルコンピュータ１にスタンド６を装着することができる。
【０１１４】
次に、以上に説明したように構成されたスタンド付きタブレットパーソナルコンピュータ
の設置角度の調節について説明する。
図３及び図６を参照すると、タブレットパーソナルコンピュータ１の連結機構５に形成さ
れた凹部１１に、スタンド６の装着部７の先端部内側側面に形成された凸状ガイド１０を
嵌合させることで、スタンド６を連結機構５に沿って摺動させることが可能となり、タブ
レットパーソナルコンピュータ１の設置角度を任意の角度に調節できる。
図７（ a）に示すように、スタンド６をパーソナルコンピュータ１の接地面側（図の下側
）の方に摺動させると、パーソナルコンピュータ１の筐体の設置角度は９０度に近づく。
逆に、図７（ b）に示すように、スタンド６をパーソナルコンピュータ１の筐体の接地面
側とは反対の方向（図の上側）に摺動させると、パーソナルコンピュータ１の筐体の設置
角度が鋭角となり、より傾いた状態となる。
【０１１５】
パーソナルコンピュータ１の設置角度の固定は、スタンド６の装着部７の凸状ガイド１０
とパーソナルコンピュータ１の連結機構５の凹部１１との間に適度な摩擦力を持たせてお
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くことにより設置角度を安定させることが可能となる。
【０１１６】
次に、本発明の第２実施の形態を、図面を用いて説明する。図８及び図９は本発明の第２
の実施形態によるスタンド付きタブレットパーソナルコンピュータ１２に係り、図８は、
パーソナルコンピュータ１２の筐体背面にスタンド１３を装着した状態の斜視図である。
図８に示すように、パーソナルコンピュータ１２の背面の中央部にガイド用の凹状溝１４
が設けられている。この凹状溝１４は、溝の底辺の幅１４ bが上辺（開口側）の幅１４ aよ
り広い台形状の断面を持つ溝である。
【０１１７】
スタンド１３は、図８に示すように、装着部１５と、円柱を横にした形状を有しその周辺
側面において設置するよう構成された脚部１６とから構成される。装着部１５の先端部は
、パーソナルコンピュータ１２筐体背面の凹状溝１４と嵌合する形状にされている。
このスタンド１３は、装着部１５の先端部を凹状溝１４の一端（図８の上側）から挿入し
嵌合することで、パーソナルコンピュータ１２の筐体の背面に装着される。
【０１１８】
次にパーソナルコンピュータ１２の設置角度の調節について説明する。
パーソナルコンピュータ１２筐体背面の凹状溝１４とスタンド１３の到着部１５の先端と
は適度な摩擦力で嵌合されているので、外力を加えない状態ではその位置を保持するが、
強い力を加えるとスタンド１３は凹状溝１４に沿って摺動可能となっている。従って、タ
ブレットパーソナルコンピュータ１２の設置角度を任意の角度に調節することが可能とな
る。
【０１１９】
第１実施の形態と同様に、スタンド１３をパーソナルコンピュータ１２の接地面側の方に
摺動させると、パーソナルコンピュータ１２の設置角度は９０度に近づく。逆に、スタン
ド１３をパーソナルコンピュータ１２の接地面側とは反対の方向に摺動させると、パーソ
ナルコンピュータ１２の設置角度は鋭角となり、より傾いた状態となる。
【０１２０】
次に、本発明の第３実施の形態を、図面を用いて説明する。図１０～図１２は本発明の第
３実施の形態によるスタンド付きタブレットパーソナルコンピュータに係り、図１０は、
タブレットパーソナルコンピュータ１７にスタンド１８を装着した状態の斜視図である。
図１０に示すように、パーソナルコンピュータ１７筐体の左右の側面に、ガイド用の凹状
溝１９が各々設けられている。
【０１２１】
スタンド１８は、図１１及び図１２に示すように、２つの装着部２０と、２つの円状の脚
部２１、２２と、脚部２１－２２間を連結する円柱状の接続部２３とから構成されている
。
【０１２２】
図１１に示すように、脚部２１の内側側面には第１の凹部２４が設けられており、一方、
接続部２３の一端面（側面）にはこの第１の凹部２４と嵌合する形状の第１の凸部２５が
設けられている。また、接続部２３の反対側の端面には第２の凹部２６が設けられ、一方
、脚部２２の内側側面にはこの第２の凹部２６と嵌合する形状の第２の凸部２７が形成さ
れている。
スタンド１８の装着部２０の先端部内側側面には、図１２の上下方向に伸びる凸状ガイド
２８が一つずつ設けられている。
【０１２３】
次に、パーソナルコンピュータ１７の設置角度の調節について説明する。
図１１に示すように、パーソナルコンピュータ１７の左右側面に形成された凹状溝１９に
、スタンド１８の装着部２０の先端部内側面に形成された凸状ガイド２８を各々摺動可能
に嵌合させることでスタンド１８の設置角度を調節することが可能となる。
【０１２４】
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第１実施の形態と同様に、スタンド１８をパーソナルコンピュータ１７の接地面側の方に
摺動させて固定すると、パーソナルコンピュータ１７の設置角度は９０度に近づく。逆に
、スタンド１８をパーソナルコンピュータ１７の接地面側とは反対の方向に摺動させると
、パーソナルコンピュータ１７の設置角度が鋭角となり、より傾いた状態となる。
【０１２５】
パーソナルコンピュータ１７の設置角度の固定は、スタンド１８の凸状ガイド２８とパー
ソナルコンピュータ１７の側面の凹状溝１９との間に適度な摩擦力を持たせておくことに
より設置角度を安定させることができる。
【０１２６】
本実施の形態で用いたスタンド１８は、脚部２１、２２と接続部２３とに分かれているが
、タブレットパーソナルコンピュータ１７の左右側面に形成されたガイド用の凹状溝１９
が上面あるいは下面まで切り欠かれている場合には、脚部２１、２２及び接続部２３が一
体化されていても凸状ガイド２８を凹状溝１９に挿入嵌合させることがでるのでこのよう
な一体化構成であってもよい。
【０１２７】
次に、第４実施の形態を、図面を参照しながら説明する。図１３及び図１４は本発明の第
４実施の形態によるスタンド付きタブレットパーソナルコンピュータに係り、図１３は、
タブレットパーソナルコンピュータ２９にスタンド３０を装着した状態の斜視図である。
図１３に示すように、パーソナルコンピュータ２９筐体の背面の中央部に上下に伸びるガ
イド用の幅広の凹状溝３１が設けられている。
【０１２８】
スタンド３０は、図１４に示すように第１部材３２と第２部材３３とねじり方向に弾性力
を有する弾性部材（ねじりバネ）３４から構成されている。第１部材３２は、装着部３５
と半円状の接地面を持つ脚部３６と軸部３７ aから構成される。軸部３７ aは、連結用の第
１の凸軸３８を有している。第２部材３３は、装着部３５と半円状の接地面を持つ脚部３
６と軸部３７ bから構成される。軸部３７ bは、連結用の第１の凹軸３９を有している。装
着部３５の先端部外側側面には、図１４の上下方向に伸びる凸状ガイド４０が形成されて
いる。軸部３７ aと軸部３７ bを連結させるとき、ねじりバネ３４のらせん部分に第１の凸
軸３８を挿入貫通させて第１の凹軸３９に嵌合させる。スタンド３０においては、２つの
脚部３６を指でつまむ等で互いに接近させると２つの装着部３５同士も接近する。指を離
すと、弾性部材３４の弾性力により脚部３６同士及び装着部同士３５が遠ざかる（元に戻
る）。
【０１２９】
次に、パーソナルコンピュータ２９の設置角度の調節について説明する。
図１３に示すように、パーソナルコンピュータ２９の背面に形成された凹状溝３１の両内
側面に、スタンド３０の装着部３５の先端部外側面に形成された凸状ガイド４０を嵌合さ
せることで、スタンド３０をパーソナルコンピュータ２９の背面に装着させる。このとき
、スタンド３０の装着部３５は、弾性部材３４の弾性力により凹状溝３１内に適度な力で
押圧されるため、摩擦力によりその位置・状態が保持される。２つの脚部３６を指でつま
むと押圧力が弱まり、溝３１内を摺動できる。
【０１３０】
第１実施の形態と同様に、スタンド３０をパーソナルコンピュータ２９の接地面側の方に
摺動させると、パーソナルコンピュータ２９の設置角度は９０度に近づく。反対に、スタ
ンド３０をパーソナルコンピュータ２９の接地面側とは反対の方向に摺動させると、パー
ソナルコンピュータ２９の設置角度は鋭角になり、より傾いた状態となる。
【０１３１】
次に、本発明の第５実施の形態を、図面を用いて説明する。図１５及び図１６は、本発明
の第５実施の形態によるスタンド付きタブレットパーソナルコンピュータに係り、図１５
は、タブレットパーソナルコンピュータ４１にスタンド４２を装着した状態の図である。
図１５に示すように、パーソナルコンピュータ４１の背面には、上下方向に伸びるガイド
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用の凹状溝４３が２つ隣接して設けられている。
【０１３２】
スタンド４２は、図１６に示すように第１部材４４と第２部材４５とねじり方向に弾性力
を有する弾性部材（ねじりバネ）４６から構成されている。第１部材４４は、装着部４７
と円形状の接地面を有する脚部４８、装着部４７の内面に形成された軸部４９ aから構成
されており、軸部４９ aには連結用の第１の凸軸５０が設けられている。第２部材４５は
、装着部４７と円形状の接地面を有する脚部４８と装着部４７の内面に形成された軸部４
９ bから構成されており、軸部４９ bには連結用の第１の凹軸５１が設けられている。
【０１３３】
装着部４７の先端には、面取り用の切り欠き部５２が形成されている。
軸部４９ aと軸部４９ bとを連結させるとき、ねじりバネ４６のらせん部分に第１の凸軸５
０を挿入貫通させて、第１の凹軸５１に嵌合させる。スタンド４２においては、２つの脚
部４８を指でつまむ等で互いに接近させると２つの装着部４７の先端部は離れる。指を離
すと、弾性部材４６の弾性力により脚部４８同士は遠ざかり、装着部４７同士は接近する
（元に戻る）。
【０１３４】
次に、パーソナルコンピュータ４１の設置角度の調整について説明する。
図１５に示すように、パーソナルコンピュータ４１の背面に形成された隣接する２つの凹
状溝４３にスタンド４２の装着部４７を嵌合させることで、スタンド４２はパーソナルコ
ンピュータ４１の背面に装着される。
このとき、スタンド４２の装着部４７の先端は面取り（切り欠き部５２）されており凹状
溝４３内側面に無理なく接触し、弾性部材４６の弾性力により２つの凹状溝４３内に適度
な力で押圧されるため、摩擦力によりその位置・状態が保持される。２つの脚部４８を指
でつまむと押圧力が弱まり、溝４３内を摺動できる。
【０１３５】
第１実施の形態と同様に、スタンド４２をパーソナルコンピュータ４１の接地面側の方に
摺動させると、パーソナルコンピュータの設置角度は９０度に近づく。
逆に、スタンド４２をパーソナルコンピュータ４１の接地面側とは反対の方向に摺動させ
ると、パーソナルコンピュータ筐体の設置角度が鋭角となり、より傾いた状態となる。
【０１３６】
次に、本発明の第６実施の形態を、図面を用いて説明する。図１７及び図１８は、本発明
の第５実施の形態によるスタンド付きタブレットパーソナルコンピュータに係り、図１７
は、パーソナルコンピュータ５３にスタンド５４を装着した状態の背面斜視図である。
図１７に示すように、パーソナルコンピュータ５３の背面には、ガイド用の凹状溝５５が
２つ設けられている。
【０１３７】
スタンド５４は、図１８８で示すように、装着部５６と円柱状の脚部５７から構成されて
いる。このスタンド５４は、装着部５６の先端部を凹状溝５５に各々摺動可能に嵌合させ
ることで、スタンド５４の設置角度を調節することが可能となる。
【０１３８】
第１実施の形態と同様に、スタンド５４をパーソナルコンピュータ５３の接地面側の方に
摺動させると、パーソナルコンピュータ５３の設置角度は９０度に近づく。逆に、スタン
ド５４をパーソナルコンピュータ５３の接地面側とは反対の方向に摺動させると、パーソ
ナルコンピュータ５３の設置角度は鋭角となり、より傾いた状態となる。
【０１３９】
パーソナルコンピュータ５３の設置角度の固定は、スタンド５４の装着部５６と凹状溝５
５との間に適度な摩擦力を持たせておくことにより設置角度を安定させることができる。
【０１４０】
以上説明した各実施形態においては、パーソナルコンピュータの設置角度の固定をより確
実にするために、ゴムなどの摩擦力を有する摩擦部材をスタンドの装着部、先端部、凸状
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ガイド、パーソナルコンピュータの凹状溝に使用して摩擦力を強化するようにしてもよい
。
また、パーソナルコンピュータの接地面、スタンドの脚部、接続部にゴムなどの摩擦部材
を使用して摩擦力を持たせるようにしてもよい。
さらに、特開平４－１５２６０８号公報に記載されているような、電流を流すと電磁力が
消滅し、電流を止めると電磁力が生じる電磁石をタブレットパーソナルコンピュータ筐体
及びスタンドに用いることにより、タブレットパーソナルコンピュータの設置角度を安定
させることも可能である。
【０１４１】
また、各実施形態において、スタンドの脚部、接続部は説明のために円状、円柱状、半円
状等としているが、それ以外の形状も使用可能である。
また、スタンドの脚部に、スピーカを設けることも可能である。
さらに、スタンド内部に、光学ディスクドライブや磁気ディスクドライブのような、パー
ソナルコンピュータの周辺機器の機能を持たせることも可能である。この場合、パーソナ
ルコンピュータとスタンド内周辺機器との間のデータ通信は、 Bluetoothや無線 LANなどの
無線通信機能を利用することができる。また、無線ではなく有線により接続してもよい。
【０１４２】
また、各実施形態において、タブレットパーソナルコンピュータを用いて説明したが、タ
ブレットパーソナルコンピュータの代わりに、それ以外の情報処理端末、例えば PDA等、
あるいはディスプレイ等のような表示装置を用いることも可能である。
【０１４３】
さらに、各実施形態において、情報処理端末の表示部にタブレット機構又はタッチパネル
機構が積層されていてもよい。
各実施形態で示した情報処理端末の構造は、本発明を実施する場合の一例を示したものに
過ぎず、これらの構成によって本考案の技術的範囲が限定的に解釈されるものでは無い。
【０１４４】
【発明の効果】
以上のように、本願発明によれば、タブレットパーソナルコンピュータに形成されたガイ
ド用の凹状溝に対して、スタンドの装着部を摺動可能に嵌合させることにより、タブレッ
トパーソナルコンピュータの設置角度を容易に調節することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、第１実施の形態に係り、上筐体に対して下筐体を開いた状態を示す正面
図及び側面図である。
【図２】図２は、第１実施の形態に係り、連結機構５を詳細に説明するための分解斜視図
である。
【図３】図３は、第１実施の形態に係り、上筐体と下筐体とを接近させた状態を示す側面
図である。
【図４】図４は、第１実施の形態に係り、スタンドの構成を示す斜視図である。
【図５】図５は、第１実施の形態に係り、図３の a-a'断面図である。
【図６】図６は第１実施の形態に係り、タブレットパーソナルコンピュータにスタンドを
装着した上面図である。
【図７】図７は、スタンドを移動によるタブレットパーソナルコンピュータの傾きの変化
を示す側面図である。
【図８】図８は、第２実施の形態に係り、タブレットパーソナルコンピュータにスタンド
を装着した状態を示す斜視図である。
【図９】図９は、第２実施の形態に係り、スタンドの構成を示す斜視図である。
【図１０】図１０は、第３実施の形態に係り、タブレットパーソナルコンピュータにスタ
ンドを装着した状態を示す斜視図である。
【図１１】図１１は、第３実施の形態に係り、タブレットパーソナルコンピュータとスタ
ンドとの装着の過程を示す斜視図である。
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【図１２】図１２は、第３実施の形態に係り、スタンドの構成を示す斜視図である。
【図１３】図１３は、第４実施の形態に係り、タブレットパーソナルコンピュータにスタ
ンドを取り付けた状態を示す斜視図である。
【図１４】図１４は、第４実施の形態に係り、スタンドの構成を示す斜視図である。
【図１５】図１５は、第５実施の形態に係り、タブレットパーソナルコンピュータにスタ
ンドを取り付けた状態を示す斜視図である。
【図１６】図１６は、第５実施の形態に係り、スタンドの構成を示す斜視図である。
【図１７】図１７は、第６実施の形態に係り、タブレットパーソナルコンピュータにスタ
ンドを取り付けた状態を示す斜視図である。
【図１８】図１８は、第６実施の形態に係り、スタンドの構成を示す斜視図である。
【符号の説明】
１：タブレットパーソナルコンピュータ
２：上筐体
３：下筐体
４：表示部
５：連結機構
６：スタンド
７：装着部
８：脚部
９：凹状溝
１０：凸状ガイド
１１：凹部
１２：タブレットパーソナルコンピュータ
１３：スタンド
１４：凹状溝
１５：装着部
１６：脚部
１７：タブレットパーソナルコンピュータ
１８：スタンド
１９：凹状溝
２０：装着部
２１：脚部
２２：脚部
２３：接続部
２４：第１の凹部
２５：第１の凸部
２６：第２の凹部
２７：第２の凸部
２８：凸状ガイド
２９：タブレットパーソナルコンピュータ
３０：スタンド
３１：凹状溝
３２：第１部材
３３：第２部材
３４：弾性部材
３５：装着部
３６：脚部
３７：軸部
３８：第１の凸軸
３９：第１の凹軸
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４０：凸状ガイド
４１：タブレットパーソナルコンピュータ
４２：スタンド
４３：凹状溝
４４：第１部材
４５：第２部材
４６：弾性部材
４７：装着部
４８：脚部
４９：軸部
５０：第１の凸軸
５１：第１の凹軸
５２：切り欠き部
５３：タブレットパーソナルコンピュータ
５４：スタンド
５５：凹状溝
５６：装着部
５７：脚部
５８：回動支持部材
５９：回動支持部材
６０：回動支持部材
６１：回動支持部材
６２：回動支持部材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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